
月

狭路走行（生活道路）での事故防止

横断歩道付近での事故防止

積雪・凍結による事故防止

一時停止場所での事故防止

繁忙期の事故防止

ドア開閉時の事故防止

・ドア開閉時の後方目視確認の徹底

渋滞中の事故防止

酷暑期の事故防止

路地裏（生活道路）での事故防止

梅雨期の事故防止

交差点での事故防止

車線変更時の事故防止

・無駄な車線変更の禁止

・十分な車間距離の確保（二車長分）

・雨具着用の自転車・二輪車へは近づかない

・視界不良時の安全速度走行の徹底

・すり抜ける自転車、二輪車に対する注意の徹底

・乗車時、降車時対面接遇の徹底

・早め早めの合図徹底

・合図の後の目視確認の徹底

国際自動車株式会社　世田谷　　世田谷営業所

・春の交通安全運動期間中における歩行者妨害の根絶

・学校、公園、児童施設付近での減速徐行停止の徹底

・右左折時の横断歩道一時停止の徹底

３月

２月

１月

１２月

１１月

１０月

９月

８月

平 成 2 9 年 度　 安 全 重 点 項 目

国際自動車株式会社　世田谷
≪社内年間事故削減目標≫

有過失事故　1件あたり74,000ｋｍ（固定物除いて100,000ｋｍ）

７月

６月

各社の月間安全重点項目 具体的推進事項

４月

５月

・乗車時、降車時対面接遇の徹底

・すり抜ける自転車、二輪車に対する注意の徹底

・ハザードランプ点灯の徹底とドアの急な開閉禁止

・夏季の事故をゼロにする運動の実施(OTTO回数管理)

・エアコンの使用による体調管理の徹底

・休憩時間を適切に取得する

・酔った歩行者、路上寝込み者への注意

・年末年始自動車輸送安全総点検の継続実施

・年末年始自動車輸送安全総点検の実施(OTTO回数管理)

・繁華街における徐行の徹底

・道路を横断の高齢者に対する注意の徹底

・停止線での二段階停止の確実な徹底

・夜間、左右からの自転車への注意の徹底

・優先意識の排除(優先道路においても原則徐行停止）

・横断歩道上での弱者保護の徹底

・優先意識の排除(優先道路においても原則徐行停止）

・秋の全国交通安全運動の実施(OTTO回数管理)

・路地裏での子供、自転車の飛び出しに注意

・ヘッドライトの上向き走行の励行

・ヘッドライトの上向き走行の励行

・側方車間距離の十分な確保の徹底

・右左折時、横断歩道一時停止の徹底

・急発進、急ハンドル、急ブレーキの禁止の徹底

・路面凍結（スリップ）を予測した安全速度での走行


